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【要旨】 
緑内障は進行性の視神経障害と視野障害を特徴とする疾患で、日本では失明原
因の第一位である。眼圧が進行の大いなる要因である為眼圧下降が治療の目標
となる。  
近年、炭酸脱水酵素阻害薬（ドルゾラミド）と、β遮断薬（チモロール）の 2
つを配合させた 1％ドルゾラミド /0.5％チモロール配合点眼薬であるコソプト
®が開発されたが、長期にわたる治療成績の報告はない。今回 3 年間の薬剤の眼
圧下降を指標とした有効性と安全性について検討した。  
対象は原発開放隅角緑内障と正常眼圧緑内障患者、平均年齢 66.3 歳、計 19 例
19 眼。β遮断薬もしくはドルゾラミド（以下、 CAI）からコソプトへの切り替
えおよび、プロスタグランジン作動薬（以下、 PGA）と β 遮断薬から PGA とコ
ソプトへの切り替え、 PGA・β遮断薬配合剤からコソプトへの切り替えおよび
PGA、β遮断薬、CAI の 3 種類からコソプトへの切り替えを行った。  
眼圧は全ての観察期間で有意に下降し（ p<0.05）、切替 3 年目の時点で平均 2mmHg
低下した。切替前の眼圧に対する眼圧下降率は全観察期間において 10％以上で、
3 年後においても下降率は 12.7％と長期にわたる眼圧下降効果があった。観察
期間中副作用は見られず、安全性が示された。  
本配合剤は 3 年という長期にわたり有効かつ安全な薬剤であり、点眼種類数が
多いことによるデメリットを防ぐこととあわせ、今後の緑内障治療に役立つと
考えられる。  
 
